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    土砂災害特別警戒区域に指定されるとどうなるの？ 

 1月20日に交流センターで「土砂

災害特別警戒区域指定についての住民

説明会」が開かれ、9人が参加し島根

県広瀬土木事業所や安来市防災課の職

員から説明を受けました。 

 近年土砂災害が頻発しており多くの

方が被害にあわれています。この「土

砂災害特別警戒区域（通称：レッド

ゾーン）」は、そうした災害から国民

の生命を守るために法令に基づき指定

されるもので、レッドゾーンに指定さ

れた場所では、建物の新築や増改築を

する場合に規制がかかり、建物の補強などを行う必要性が生じます。またそれに対する補助制度

も検討されているという説明もありました。今後３月まで市内各地域で説明会を行い、約半年の

周知期間を経て指定する予定だということです。参加者は熱心に説明を聞いたり、会議終了後図

面を見ながら具体的な区域を確認していました。 

 山側の敷地は、この特別警戒区域のエリアに入っている可能性があります。交流センターに上山

佐地内の図面がありますので、ご覧のうえそれぞれの所有地を確認されることをお勧めします。 

【編集後記】 
 以前「昔の写真」として、児童
館の竣工式の写真をお借りしたこ
とがあります。その写真には昭和
44(1969)年 2月27日の日付がプリ
ントされています。ちょうど50年
の歴史に幕を閉じることになって
しまいました。恒常的な施設の跡
利用はじっくり検討する必要があ
りますが、昨年ひまわりの会で
「ふれあいひな祭」を開催された
例があります。一時的な利用につ
いても相談してください。 

     出雲弁の魅力に触れて大笑い 

 ２月１７

日に交流セ

ンターで住

民学習会を

開催し、約

70 名 の 方

に参加いた

だ き ま し

た。 

 講師は松

江・出雲弁

保存会会長

の小林忠夫

さん。「出雲弁なんぞかんぞ」というタイトルで、ご自身の体験を

交えたユーモアたっぷりの漫談調のお話しに、会場は終始笑いに包

まれていました。その中で『出雲弁は「ズーズー弁」「昔からの古

い言葉がいまだに使われている」「相手がどう思うかをあらかじめ

考えてしゃべるので、争いが少ない」という3つの大きな特徴があ

る。』という解説もありました。 

 『地域の文化「出雲弁」を見直し、その魅力を再発見する機会に

したい』という開催趣旨でしたが、参加された皆さんはそういった

思いを持っていただけたのではないでしょうか。地域の中では、積

極的に出雲弁で会話をしていきたいものです。 

    児童館今後は募集停止に 

 新年度の山佐児童館入所者募集が行われましたが、入所希望者

がなかったため、来年度からの入所者募集は行われないことにな

りました。1月30日にその説明会が開催され、上山佐・奥田原地

区の自治会長や交流センター館長など14名が出席し、安来市子ど

も未来課の担当者から説明を受けました。 

 この件については昨年8月に事前の説明会があり、来年度の入所

希望者が基準の4名に満たない場合は以後募集しないということを

聞いており、募集停止はやむを得ないと言わざるを得ません。 

 また児童館建物

の他目的での有効

活用を検討いただ

きたい、との説明

もありました。維

持管理経費のこと

も含め、地元とし

て検討していく必

要があります。良

いアイデアがあれ

ば交流センターに

お寄せください。 

【お礼】 
 下明の岩田理詞様から、故岩田和
子様の香典返しのご寄付をいただき
ました。誠にありがとうございまし
た。厚くお礼申し上げます。 

レッドゾーンを確認する参加者 

レッドゾーン説明のパンフレットの一部（交流センターに予備があります。ご希望の方にはお渡しします） 


